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福井町長 おはようございます。平成３０年第１回定例議会の開催にあたり、所

信を申し上げます。町政は、国政や県政と足並みを揃えてこそ、最も効率的に機

能すると考えています国及び県の取り組みを確認しておきたいと思います。初

めに国政ですが、先の１９６回国会の開催における安倍総理の所信によります

と、少子高齢化を国難ととらえ、つぎの施策を実施すると言われています。働き

方改革、人づくり革命、生産性革命、地方創生。少子高齢化社会において、少子

化対策をすすめるとともに経済成長を実現するためには、子育てし易い環境の

整備とともに、生産性を上げる必要があり、全世代型社会保障や教育の無償化、

また、リカレント教育など多様な学び、同一労働、同一賃金、中小・小規模事業

者の生産性向上、農林水産業革命、観光立国、安全安心の確保などを主要施策と

して実行していく旨述べられました。つぎに県ですが、経済・雇用対策、安全・

安心の確保、地方創生等を主要な課題・施策としていますが、経済雇用対策とし

ては、ＡＩやＩｏＴなどの革新的な技術を駆使した徳島発「第４次産業革命」や

公共事業量の確保、また、安全・安心の確保としては、南海トラフ地震対策のほ

か活断層地震対策として、国土強靱化、特に住宅・建築物の耐震化を強く進めよ

うとしています。また、地方創生としては、消費者庁の安全移転への取り組みや

移住・交流の推進、積極的な企業誘致と投資の促進を図るとしています。また、

２０２０年の東京オリンピックや２０２１年の関西ワールドマスターゲームズ

を控え、インバウンドの増加を進めるとともに、外国人観光客を対象に本県農産

物の需要創出や「もうかる農林水産業」の実現に向けた取り組みを進めるとして

います。さて、牟岐町ですが、やはり課題は、国・県と同様、少子化・過疎化対

策と産業振興・地方創生、また、南海トラフ地震等の防災対策です。牟岐町の人

口は、今年３月１日現在で４，２２２人となりました。自然減・社会減を合わせ、

相変わらず毎年百人余り人口が減少しています。既に一次産業は高齢化が進み、

生産性を高めることも事業を継続することも難しくなっていますが、このまま

人口減少が進むと商工業も継続が困難となります。したがって、今、唯一期待し

ているのが、出羽島とサンライン・モラスコむぎ等を拠点とした観光振興です。

観光業は建設業よりも裾野が広く、地域の活性化に効果があるとされています。

観光客の増加により、宿泊客の増、消費の増、一次産業の振興につながるような

取り組みを進めてまいりたいと考えています。また、厳しい財政状況のなか地方

創生を進めるため、ふるさと納税や企業版ふるさと納税等、稼ぎながら地方創生

を進める施策を実施する必要があります。また、昨年の５月に移転開業した海部

病院の跡地が使用されず放置されていますが、徳島県からは、「まずは牟岐町で

如何に活用すべきか提案して欲しい」旨依頼されており、地域活性化のためにも

早急に検討委員会を設置し、議論する必要があります。したがって、来年度は、

より専門的に地方創生が進められる組織を役場内に設置し、これら施策を強力
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に進めてまいりたいと考えています。つぎに南海地震対策として、これまで小学

校、保育所、病院等の移転を進めてまいりましたが、いよいよ役場の移転が大き

な課題となってまいりました。財政余力が少ない中、大型事業を進めて参りまし

たので、本当に財政的に苦しい状況にありますが、現在の役場庁舎は、震度７の

地震で倒壊する危険性が高いと考えられており、早急に移転する必要がありま

す。財政負担を先送りにしても、役場の移転を優先させる必要があると考えてい

ますので、議員各位・町民の皆さまのご理解を賜りたいと思います。また、平成

２４年より鬼ヶ岩屋温泉が平成２５年からは西の保育所が遊休未利用施設とな

っています。これまでも売却や有効活用を模索してまいりましたが、現在におい

てもその目途が立っていません。また、牟岐町が所有している木頭や宍喰等の森

林の伐り出しの時期が過ぎようとしています。一般的には、今、伐採し搬出して

も赤字になると言われていますが、その正否を確認し、その資産価値を最大限高

めるような検討を行う必要があると考えています。このように、町有施設と資産

の管理について、高度に検討し対応する必要があると考えていますので、新しい

ポストを設置し、遊休資産の処分や活用について取り組みを進めるとともに、役

場の移転改築に向け、財源も含めた各種検討を進めてまいりたいと考えていま

す。また、南海トラフ地震対策としては、今年度策定中の国土強靱化計画に基づ

き、鋭意進めていくこととなりますが、役場の移転改築以外にハード面では住

宅・建築物の耐震化、ソフト面では部落ごとの「地区防災計画の策定」と計画に

基づく防災活動、つまり災害時の具体的な避難計画の策定とそれに基づく平時

の避難訓練や避難路の整備・備蓄等が必要と考えています。去る２月２５日の避

難訓練でも、高齢者の方は参加できない方が増えていたようですので、できるだ

け早く自主防災組織の会を持ち、皆様方に部落ごとでの取り組みを進めていた

だきたいと考えています。さて、来年度から国民健康保険財政の運営主体が県に

移行されることとなります。過日、マスコミでも各市町村の国保税の推計が報道

されましたが、牟岐町は、他の市町村と比べ医療費が高止まりしており、更なる

医療費の上昇や少子高齢化の進行により、保険財政は厳しい状況が続くと認識

しています。地方で少子高齢化が急速に進む中、保険料は基本的に県内で平準化

されるべきであると認識していますが、現時点では市町村ごとに算定されてい

ますので、来年度の保険料は据え置きさせていただき、今後の動向を注視してま

いりたいと考えています。それでは提案説明に移ります。本定例議会に提出の案

件は、報告１件、議案２１件です。報告の内容は専決処分で条例の一部改正１件

です。議案の内訳は、条例の制定と一部改正１１件、補正予算２件、当初予算６

件、その他２件となっています。報告第１号専決処分した事項の承認。専決第１

号牟岐町税条例の一部を改正する条例。町民税の寄附金額控除の対象を徳島県

税条例の県民税の規定と整合させるための改正です。議案第１号牟岐町事務分
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掌条例の一部を改正する条例。産業課の事務分掌を明確化するため「移住交流に

関すること」及び「地方創生に関すること」を新たに追加する条例改正です。議

案第２号特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例。町

長、副町長、教育長の給料月額を平成３０年の１年間、町長は５０％、副町長・

教育長は１０％減額して支給するものです。議案第３号牟岐町職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例。行政機構の中で、課の中に室長を新たに置くた

めの条例改正です。議案第４号牟岐町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例。国民健康保険における財政責任主体が県になることに伴う国民健康保険税

の改正部分について、牟岐町国民健康保険税条例の条文整備を行う一部改正で

す。議案第５号重要伝統的建造物群保存地区に所在する土地に所在する土地に

対して課税する固定資産税に特例を定めるための条例制定です。議案第６号牟

岐町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例。高齢者の医療の確保

に関する法律の改正に伴い、施設等入所中に国民健康保険から後期高齢者医療

への移行に伴う住所地特例の見直しを行うものです。議案第７号牟岐町介護保

険条例の一部を改正する条例。平成３０年度から３２年度の３年間を計画期間

とする第７期介護保険事業計画策定による計画期間、罰則規定等についての一

部改正です。議案第８号牟岐町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準等を定める条例。権限移譲により平成３０年度から指定居宅支援事業

等の人員及び運営に関する基準等を定める条例制定です。議案第９号牟岐町指

定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事

業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例。地域包括ケア

システムを深化させるため、国が地域共生社会の実現に向けた取り組みとして、

障害福祉サービス事業所と介護保険事業所を兼ね備えた施設の創設等のための

改正条例です。議案第１０号牟岐町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例。議案第１１号牟岐

町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例。この２つの条例改正については、医

療と介護の連携の推進という観点から、日常的な医学管理や看取り等の機能と

生活施設としての機能を兼ね備えた新たな介護保険施設を創設することにより、

新たな用語として介護医療院をそれぞれ関連する条文に追加することが主な改

正内容です。議案第１２号平成２９年度牟岐町一般会計補正予算。別冊となって

いますので、ご用意ください。今回の補正は、年度末になり不足分に対する予算

計上が中心となっています。歳出の主なものを挙げますと、１１ページ、２款・

総務費、退職手当組合特別負担金で３４１万８千円、サイボウズ１０、ファイル
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サーバー導入手数料２１４万１千円を計上しています。１３ページ、３款・民生

費、公用車購入費１２０万円を計上しています。１５ページ、４款・衛生費、簡

易水道事業会計への繰出金２００万円を計上しています。１７ページ、５款・農

林水産業費、地籍調査費で３，９８６万１千円を計上しています。事業について

は、３０年度への繰り越しとなります。林業費の森林農地整備センター分収造林

事業２３０万円を減額計上しています。２１ページ、７款・土木費、道路修繕料

等で１４９万８千円を計上しています。歳入では、県支出金の地籍調査費補助金

等を追加計上し、不足分２，２５６万１千円を繰越金で計上しています。今回の

補正予算は歳入歳出、５，０７５万５千円を追加し、予算総額を３１億７６４万

３千円とする平成２９年度牟岐町一般会計補正予算です。議案第１３号平成２

９年度牟岐町簡易水道事業会計補正予算。従来の出羽島簡易水道の補填分を一

般会計からの補助金として２００万円計上しています。水道事業収益の総額を

１億５，１２２万６千円とする補正予算です。議案第１４号平成３０年度牟岐町

一般会計予算。別冊となっていますので、ご用意ください。平成３０年度の予算

総額は、２８億２，５９５万円で、２９年度当初予算額より４，０８１万８千円

の増額予算となっています。新年度の予算で新たなものについて申し上げます。

まず、人件費ですが総額で１，４０２万円の増額となっています。新規採用者及

び定期昇給等によるものが主な増額の要因です。６３ページ、１款・議会費は１

５万３千円の増額です。前年度とほぼ同程度の予算編成です。６７ページ、２款・

総務費は１，５３３万７千円の減額です。防災費で防災行政無線デジタル化基本

設計業務を計上、防災拠点避難地整備事業で大戸防災公園用地購入費を計上、戸

籍住民登録費で社会保障・税番号制度システム改修委託料を計上しています。９

９ページ、３款・民生費は３，２３１万８千円の増額です。予算編成は前年度の

内容とほぼ変わりませんが、海部老人ホームや後期高齢医療広域連合への負担

金の増額、障害者福祉、児童福祉の扶助費の増額により全体的に増額になってい

ます。１２５ページ、４款・衛生費は１６９万３千円の増額です。こどもはぐく

み医療費が増額となっています。１３７ページ、５款・農林水産業費は２，７７

３万６千円の減額です。林業振興費で有害鳥獣捕獲報償金を計上、漁港管理費で

出羽島漁港海岸中央突堤保全事業を計上しています。１５１ページ、６款・商工

費は、１，２２８万５千円の減額です。観光費の四国の右下・魅力倍増推進会議

負担金を計上しています。１５９ページ、７款・土木費は、３，７５０万４千円

の減額です。社会資本整備総合交付金事業で道路改良、橋梁耐震補修工事費を計

上、民間住宅環境整備費で木造住宅耐震化促進事業及び空き家再生等促進事業

の負担金を計上しています。１７１ページ、８款・消防費は、５，５９６万５千

円の増額です。消防水槽付ポンプ車購入費を計上しています。牟岐町小学校空調

設備設置工事費を計上、出羽島重伝建事業で修理・修景事業補助金を計上、人財
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づくり事業で牟岐キャリア支援センター業務委託料を計上、図書館運営管理費

で図書館システム導入業務委託料を計上しています。２１３ページ、10 款・災

害復旧費は、経常的な経費の計上です。２１５ページ、１１款・公債費は、６９

３万 8千円の減額となっています。２１７ページ、１２款・諸支出金、１３款・

予備費は、２９年度と同額です。続きまして、歳入です。1ページ、町税は、前

年度と比べると１５万９千円増額計上しています。１７ページ、地方交付税は、

１，２８０万円を増額計上しています。１９ページ、分担金負担金は、５万５千

円増額して計上しています。１２５ページ、 国庫支出金は２，４９９万８千円

の増額です。土木費補助金で社会資本整備総合交付金を３，８６１万円を計上、

教育費補助金で伝統的建造物群保存地区保存整備事業補助金２，４６３万９千

円を計上しています。３３ページ、 県支出金４６１万４千円の減額です。衛生

費補助金で子どもはぐくみ医療費補助金を計上、農林水産業費補助金で海岸保

全施設整備事業補助金を計上しています。５１ページ、 繰入金は、財政調整基

金を前年度より５千万円増額の３億円を取崩し、事業の財源としています。５５

ページ、諸収入は２，４２９万３千円の増額です。貸付金収入で、出羽島離島航

路貸付金を前年度より２，４００万円増額の５，４００万円としています。５９

ページ、町債は、当初に過疎債、徳島県市町村振興資金債、緊急防災・減災事業

債、臨時財政対策債を合わせて２億６，３５０万円を計上しています。前年度よ

り２，２００万円の減額となっています。一般会計について、大まかな説明とな

りましたが、詳しくは、後程関係課長から説明をさせますので、よろしくお願い

します。議案第１５号平成３０年度牟岐町簡易水道事業会計予算。平成３０年度

の業務予定量としては、給水戸数２,４３０戸、年間総給水量７０万㎥、１日平

均給水量１，９１８㎥とし、収益的収入を１億３，７９４万１千円、収益的支出

を１億３，７２１万５千円と定めるものです。資本的収入は９９６万６千円、資

本的支出は４，１８２万３千円で不足する額は過年度分損益勘定留保資金等で

補填します。議案第１６号平成３０年度牟岐町国民健康保険特別会計予算。歳入

歳出予算の総額を６億４，１００万円と定めるもので、前年度に比べ２億９，３

５６万４千円の大幅減額の予算です。平成３０年度からこれまでの各市町村運

営から徳島県が運営主体となり、徳島県が定める納付金を国保税等で支払う会

計となります。歳出では、医療費が前年度より低くなる決算見込みを踏まえ保険

給付費で７，０８３万２千円の減額、共同事業拠出金の廃止等で２億５，１７７

万９千円の減額なっています。歳入では県支出金が前年度に比べ４億２，８３６

万６千円の増額、後期高齢者交付金、共同事業交付金については廃止により５億

３，９４４万８千円の減額となっています。引き続き高騰する医療費を抑えるた

め、また重症化予防のため特定健診等の受診率向上に努めてまいりたいと考え

ています。議案第１７号平成３０年度牟岐町青少年健全育成センター特別会計
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予算。歳入歳出予算の総額を７５２万８千円と定めるものです。この会計は、海

部郡３町の負担金と繰入金を財源とするもので、牟岐町一般会計からは１４２

万５千円の繰り入れを行っています。議案第１８号平成３０年度牟岐町介護保

険特別会計予算。歳出は、保険給付費７億３，３９５万９千円、地域支援事業費

３，８６７万４千円などを計上しています。歳入は、介護保険料１億３，６９８

万９千円、国庫支出金２億３，５３１万８千円、県支出金９，８０９万９千円、

支払基金交付金２億２５２万６千円を計上しています。一般会計からの繰入金

は１億９５５万５千円となっています。歳入歳出予算の総額を７億８，２４８万

９千円と定めるものです。議案第１９号平成３０年度牟岐町後期高齢者医療特

別会計予算。この会計は、後期高齢者医療の保険料を徴収し、一般会計からの保

険基盤安定負担金分の繰り入れと合わせて、後期高齢者医療広域連合へ納付金

として支出する会計です。平成３０年度の歳入では、特別徴収、普通徴収合わせ

て、６，５００万７千円の保険料、一般会計繰入金３，０５８万６千円など。歳

出では、広域連合納付金９，３７３万４千円とするものです。歳入歳出の総額を

それぞれ９，６６２万８千円と定める予算です。議案第２０号出羽島辺地総合整

備計画の策定。出羽島辺地総合整備計画を定めるもので平成３０年度から３４

年度までの５年間の計画を策定するものです。議案第２１号工事請負契約の変

更。平成２８年度都市防災総合推進事業（中村・西浦地区）整備工事の工事請負

金額を６１７万３，２８０円増額するものです。以上で提案説明を終わりますが、

詳細については関係課長から説明をさせますので、よろしくご審議のほど、お願

いします。 

 


